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A 警告 


取扱説明書 

まをのために 


ご使用の前に、この「ま全のために」と 
別冊の取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品をま全にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでを見られるところ 
におず保管してください。 


A A 

乂災感電 


下記の注意を守日ないと义災•感電•落下により 
5 E 亡や大けの原因となります。 


衛星アンテナにごいて 


—ナーにごいて 


ご使用の前に、この「安全のために」をよくお読みのラえ、製品を 
安全にお使いください。 

ソニー製品は安全に十分配慮して設計されています。しかし、電気 
製品はすべて、間違った使いかたをすると、火災や感電などにより 
人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐために;欠のことを 
必ずお守りください。 



ををのためのを 意 事項を守る 


この冊子のを意事項をよくお読みください。 


定期的に点なする 


衛星アンテナについて 

1年に1度は、ネジ類びゆるんでいないかなど、取り付けに関して 
定期的に点検してください。特に、台風などの強風のあとは、本機や 
取付金具にゆるみや異常び生じてないかお認してください。 


チューナーについて 

1年に1度は、電源コードに傷みびないか、コンセントと電源プラグの 
間にほこりびたまつていないか、などを点検してください。 


故障した6ほわない 


衛星アンテナのネジ類のゆるみなどび見つかった場合は、再度締め直 
してください。また、破損などの場合は、すぐにお買い上げ店または 
ソニーヴービス窓□に修理をご依頼ください。 


— 、異常が起をた6 


• 煙び出た！5 

• 変なにおいや音びした日 
• 内部に水などび入った日 
• 内部に異物び入った！5 
• 音は出るび画面び映らない 
とさは 

• 落としたり、破損したときは 



〇電源を切る 
©電源プラグをコンセント 
か日巧く 

© お買い上げ店または 
ソニーヴービス窓□に 
修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよ 
ラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


A 警告 

この表示のを意事項を守らないと、 
乂災-感電などにより死 t や大けび 
など人身事故の原因となります。 


A 注思 

この表示のミ主意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によりけびを 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
することびあります。 


ま意を促ず記号 



A 

义が 

感電 


行為を禁止ずる記号 


Q ® 

禁止 分解禁止 

接触禁止 


行為を指示ずる記号 

运 

フ。ラグをコン 
セントから巧く 


天候の悪い曰は取り付け作業は行わない 

風で部品び飛ばされて人や物に危書を加えたり、雨や雪のため 
滑りやすく転んでけびをするなど危険です。 



危険な場所での取り付けおよびを険をともなう作業は 
必ず専門業をに依頼する 

屋根の上や高所のベランダの外側、壁面など滑り落ちた日危険 
です。 

また、電線のそばの設置ち感電の原因となり危険です。 



高所での取り付け時、本体や部品類の落下に注意 

落下により下にある物を壊したり、下にいる人にあたって死亡 
やけびをさせることびあり危険です。 


A 

ミ主意 



組立時、ネ义ボルト類は確実に締める 

ゆるいと、ずれたり倒れたりしてけびの原因となります。 


雷が鳴り出した日本機には触れない 

感電の原因となります。 



本機は国内専用です 

交流10 0 V の電源でお使いください。海外などで、異なる電源電圧で 
使用すると、乂災•感電の原因となります。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると乂災や感電の原因となります。万一、水や異物び 
入ったときは、すぐに本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントか日巧き、お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相談く 
ださい。 



電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。 

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

• 重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 電源コードを巧くときは、必ずプラグを持って抜く。 

万一、電源コードび傷んだ日、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓口に交換をご依頼ください。 


G) 



雷が鳴りだした日、本機には触れない 

感電の原因となります。 



ま定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置かないでください。 

また、縦に置いたり、ひっくり返して置いたりしないでください。 
落ちたり、倒れたりしてけびの原因となります。 
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A 警告]底 A 

ル災感電 


下記のミち意を守日ないと义災 • 感電 • 落下により 
巧亡や大けびの原因となります。 


A .^^1 下記のミち意を守5ないとけがをしたり周辺の家財に損害を与えたり 
/• 、汪,12^1することがあります。 


—ナーにごいて 


衛星アンテナにごいて 


タコ足配線にしない 

乂災の原因となります。 



めれた手で電源プラグにさわ日ない 

めれた手で電源プラグの抜さ差しをすると、感電の原因となる 
ことびあります。 



内部を開けない 

火災、感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓口に 
ご依頼ください。 



移動させるときは、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだまま移動させるとコードび傷つさ、 
火災-感電の原因となったり、接続している機器び落ちたり、 
倒れたりしてけびの原因となります。移動させる場合は、必ず 
電源プラグをコンセントか日巧き、他の機器との接続ケーブル 
をはずしてください。また、本機を落とさないよラごを意くだ 
さい。 


€ 



ベランダ取り付け時は、ベランダの耐义力について 
工事施工をに相談する 

強度不足の場合、ベランダび壊れたり、本体び倒れたりして 
けびの原因となることびあります。 


組立時、本機の取り扱いにはミち意する 

本機は金属など固いものでできていますので、強くぶつけたり、 
足に落としたりするとけびの原因となることびあります。 



ケーブルは引っ張日ない 

無理に引っ張ると接続されている衛星アンテナやチューナーなどび 
倒れ、けびの原因となることびあります。 



設置後本機には無理な力を加えない 

ぶ日下びったり、物を引っ掛けたりしないでください。壊れたり、 
倒れたりしてけびの原因となることびあります。 



本機を改造しない 

故障や事故の原因となることびあります。 


分解禁止 


—ナーにごいて 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所には置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となることび 
あります。 



電源プラグをつなぐのは、すべての接続が終わってか日 

コンセントに差したままケーブルを接続したりすると、感電の原因と 
なることびあります。特に衛星アンテナ用の IF ケーブルの場合は電流 
び流れるのでミ主意び必要です。 



本機の上に重いものを乗せない 

バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびあり 
〇 



お手入れの際、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因と 
なることびあります。 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔をふさいだりしない 

布をかけたり、毛足の長いじゅラたんや布団の上または壁や家具に 
密接して置いて、通風孔をふさぐなど、自然放熱の巧げになるような 
ことはしないでください。内部に熱びこちると、やけどの原因となる 
ことびあります。また、本機は電源を「切」の状態にしていても、 

衛星か日のデータを受信して、通常動作中と同様に熱を発することび 
ありますび、故障や異常ではありません。 



幼巧の手の届かない場巧置く 

ルさな部品（ネジや端モカバーなど）や U モコンの電池などび何日か 
の理由で本体か日はずれた場合は、口に入れたり飲み込んだりする 
と、のどにつまったりして危険です。 



巧電池についてのまを上のごを意 


漏液、発熱、発乂、破裂などを避けるため、下記のことを必ずお守りください。 

• +と一の向さを正しく入れる。 

• 電池を使い切ったとを、長期間使用しないときは、取り出しておく。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 

をし電池の液び漏れたとさは、電池入れの液をよく拭さ取ってから、新し 
い電ミ也を入れてください。万一、液び身体についたときは、水でよく洗い 
流してください。 


この説明書は、古紙 70% U 上の再生紙と、 

VOC (揮発性有機化合物）ゼ□植物ミ由型インキを使用しています。 


ソニー株式会社干 108-0075 ま京都港区港南 1-7-1 

お問い合わせはお客様ご相談センターへ 
• ナビダイヤル . 査 S 0570 -00-331 1受付時間： 

(を国どこか6でも市巧通話料金でご利曲いただけます） § 0 (^ 20-00 

• 携帯電話- PHS でのご利用は…… 03-5448-3311 丄.日.祝 — 
• Fax. 0466 -31 -2595 9:00 〜 17:00 


A 警告 

• 乂の中に入れない。 
シヨー ト させたり、 
分解、加熱しない。 
• 充電しない。 

• 指をされた種類の 
電池を使用する。 



必ずイラストのよ5に©極側 
か5電化を入れてください。 













